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一八七○年以後現在までの世界経済史を規定する基本
的
要
因
は
、
重
化
学
エ
業
の
ま
す
ノ
ー
加
速
さ
れ
る
発
展
で
あ
る。この過程の端緒をなしたものは一八五六年における
ペッセマー製鋼法の発明である。といってもよいであろ
う。ところがこの。ヘッセマー製鋼法を生みだした当時の
先進国、英国はこの発展の波にのることができなかっ
た。一八七○年以後に重化学工業を急速に発展させたの
は、むしろ後進国ドイツおよびアメリカ合衆国であった
のである。英国においても重工業の一定の発展はみられ
ｗ・Ｅ・ミソチソトン「英国ブリキ工業」（西村）
Ｗ ■■■■■ ・
而
囮
・
ミ
ン
チ
ン
ト
ン
「英国プリキエ業弓丘の団国画の丘
目冨ご］異の閂己屋の（ごＩ少国のご宮
第一豪層を
識im
中川敏一郷｢大不況),､のイ誌
ｷﾞﾘｽ鉄鋼業'(有沢教授：亙
糯灘……燭
西
村
閑
也
七
国内エ業のこのたちおくれの反面、英国から海外諸国
への大規模な資本の流出が生じ、英国の世界支配を維持
す
る
た
め
の
支
柱
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
資
本
輸
出
そ
の
ものが、国内産業への資本投下をさまたげ、国内工業の
一層の弱体化をもたらしたのであった（篦一変参照）
で
は
、
ど
の
よ
う
な
酬
憤
が
、
英
国
工
業
の
近
代
化
、
合
理
化、重化学エ業化をさまたげたのであろうか。英国の各
種のエ業を比較検討するとき、われノーは容易にそこに
共通の傾向を見出すことができる。それは老朽設備をか
か
え
た
小
企
業
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
大
通
生
産によってコスト・ダウンの可能な半製品分野では、新
興国の巨大企業と競争しえないこと、しかも自由貿易政
策を一貫してとっているため、新興国の製品が英本国の
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英国エ業のこのような発展傾向は綿工業の発展および
没落の過程のうちに典型的に示されているのであるが、
ミンチントソ「英国ブリキ工業」によってみるかぎり、
ブ
リ
キ
工
業
に
お
い
て
も
ま
た
顕
著
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る。綿業とブリキ工業とは、その原料についても、その
製造工程についても、その製品の販売市場についても、
きわめてかけはなれているにもかかわらず、両エ業の発
展および衰頽の歴史は双児のようによく似ている。しか
しこれは偶然のことではない。一九世紀における英国の
工業独占といわれている現象の主内容は、英国絲業が世
界の綿糸布需要の大半をまかなっていたという事実にあ
一七四
国内市場にまで進出すること、その結果、英国
エ業は、一方では資本集約的な巨大企業の力で
はうまく生産しえない高級品の生産にはしり、
他方ではその巨大な植民地帝国の権威と海外に
投下された資本によるコネクションとに頼っ
て
植
民
地
向
の
輸
出
に
力
を
い
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と、等である。
るのであるが、プリキエ業もこの点において綿業とまっ
た
く
お
な
じ
地
位
に
た
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
プ
リ
キエ業は綿業とおなじく、そして鉄鋼業の他の部門とは
ことなって、主として輸出に依存する工業であった。第
一次大戦の直前において英国で生産される綿布の八十％
は輸出されたのであるが、ブリキの輸出依存度も六十％
に達していた。さらにまたプリキエ業は、一九二○年代
におけるストリップ、ミルの出現まで、一七世紀以来技
術
の
根
本
的
革
新
な
し
に
す
ご
し
た
、
と
い
う
点
で
も
綿
業
と
よ
く
似
て
い
る
。
以
上
の
二
つ
の
事
情
－
１
一
九
世
紀
中
に
大
発
展
を
と
げ
、
し
か
も
技
術
の
根
本
的
革
新
が
な
か
っ
た
ｌ
か
ら
し
て
ま
た
、
両
エ
業
に
共
通
な
現
象
が
生
ず
る
。
そ
れ
は
古
く
か
ら
存
在
し
、
基
礎
の
固
い
、
し
か
し
老
朽
の
設
備
を
か
か
え
た
小
企
業
が
生
産
の
大
半
を
支
配
し
て
い
た
、
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
こ
の事情があるために、英国綿業と英国プリキエ業は、後
進諸国の新鋭設備をそなえ、安い労働力を利用し、大鐘
生
産
を
行
う
綿
エ
業
、
ブ
リ
キ
工
業
に
よ
っ
て
う
ち
ま
か
さ
れ
た
のである。
一一一
Ｗ。Ｅ・ミソチントソー，英国ブリキ工業」（西村）
ロ
四
・
綿業とおなじくブリキ工業も十八世紀末以来急激に発
展
し
た
。
元
来
ブ
リ
キ
の
生
産
技
術
は
ド
イ
ツ
で
発
展
し
た
も
の
であり、英国は一七三八年まで年百万片ものブリキ板を
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ン
テ
ィ
プ
ー
ル
の
製
鉄
業
者
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ソ
ペ
リ
ー
が
、
棒
鉄
を
水
力
を
動
力
とするローラーにかけて薄板にする方法を一七世紀末に
完
成
し
て
以
来
、
英
国
プ
リ
キ
エ
業
は
急
速
に
成
長
し
は
じ
め
た。ローラーによる圧延のおかげで英国はドイツより安
・一七五
Ｗ
・
Ｅ
・
ミ
ン
チ
ソ
ト
ソ
「
英
国
プ
リ
キ
エ
業
」
は
次
の
章
別
榊成をもっている。第一章英国プリキエ業の確立、第二
章
英
国
の
独
占
と
ア
メ
リ
カ
の
挑
戦
、
第
三
章
ブ
リ
キ
・
メ
ー
カ
ーとその発展の資金調達、第四章、労働の組織、第五章、・
競
争
の
激
化
、
一
九
一
九
’
三
九
、
第
臺
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
、
第
七
章
、
労
越
一
九
一
九
’
三
九
、
第
八
章
パ
ッ
ク・ミルの衰亡。以上である。各章の内容の全部にわた
って紹介することはできないから、本書の主要部たる第
二章、第五章、第六章および第八章を主として紹介する
こ
と
と
し
よ
う
。
価
で
、
良
質
の
ブ
リ
キ
を
生
産
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る。一八世紀後半にはすでにドイツからのブリキ輸入は
やみ、逆に英国からの輸出がはじまっていた。そして一
九世紀はじめには英国プリキエ業はすでにその製品の大
半を輸出するにいたっている。
だが英国ブリキ工業のおどろくべき発展は一八○○年
から一八九○年までのあいだにおこった。一八○五年に
墓
圏
は
四
千
ト
ン
の
ブ
リ
キ
を
生
産
し
、
そ
の
う
ち
二
五
○
○
ト
ンを輸出した。一八九一年には、生産避は五八万六千ト
ン、輸出は四四万八千トンに達した。、それ故九○年間に
生
産
趾
に
お
い
て
一
七
○
倍
の
増
大
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
急
激
な
発
展
は
、
上
記
の
数
字
か
ら
た
だ
ち
に
明
ら
か
で
あ
る
ように、まったく」櫛外におけるブリキ需要の増大に支え
られている。そしてブリキ輸出の相手国としては、アメ
リカ合｛丞凶の比重が圧倒的である。一八九一年の全輸出
避
四
四
万
八
千
ト
ン
の
う
ち
、
三
二
万
五
千
ト
ン
は
合
衆
国
だ
け
で
あ
っ
た
。
合
衆
国
に
お
け
る
ブ
リ
キ
需
要
の
こ
の
増
大
は
、
食
品繊詰エ業の発展と石油採掘の増大にともなうドラム縦
等の容器に対する需要の増大との二つの事情をもととし
ている。
この発展の結果として英国は世界のブリキ生産を独占
することとなっ・た。一八九○年当時、英国以外ではドイ
ツが年二七五○○トンの生産能力を有する以外、いうに
た
り
る
よ
う
な
ブ
リ
キ
生
産
国
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る。だが、英国のこのブリキ生産の独占は、ほかならぬブ
リキの最大の輸入国、アメリカ合衆国によって打破られ
ることになった。合衆国は一八七○年以来急速に発展し
た
製
鋼
業
を
有
し
て
お
り
、
大
き
な
ブ
リ
キ
需
要
を
か
か
え
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国
内
に
プ
リ
キ
エ
業
を
育
成
す
る
充
分
な
理
由
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
合
衆
国
に
は
、
英
国
に
お
け
る
プ
リ
キ
エ
業
の
中
心
地
た
る
ウ
ニ
ィ
ル
ズ
か
ら
の
多
数
の
移
民
が
あ
り
、
必
要
な
熟
練
労
働
者
を
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た（ブリキ生産においては熟練はきわめて大きな意味を
もっていた）。
以
上
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
と
し
て
ア
メ
リ
カ
は
一
八
九
一
年
、
マ
ッ
キ
ソ
レ
ー
関
税
と
よ
ば
れ
る
ブ
リ
キ
に
対
す
る
保
護
関
税を設定し、国内におけるプリキエ業の育成にのりだし
た。その結果は実に目ざましいものであり、一八九○年
にはほとんど○であったブリキ生産は、一八九九年に緯
七
六
わずか十年間におけるアメリカ・プリキエ業のこの飛
躍的な発展は、当然にも英国とはことなった方法で実現
された。それは近代的な巨大製鋼企業のブリキ生産への
進出という形をとったのである。しかもこれら製鋼企業
は、当時全体として大合同運動の中にあり、その影懇を
う
け
て
ア
メ
リ
カ
の
プ
リ
キ
エ
業
で
は
、
は
や
く
か
ら
生
産
の
極
度
の
集
中
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
○
一
年
の
Ｕ・Ｓ・スチールの成立により、アメリカの全ブリキ生
産高の七三・一％は同社の支配するところとなった。し
かも一九○三年にはアメリカ獅板・ブリキ会社ができて
残存ブリキ企業の合同を行ったため、アメリカでは独立
のブリキ企業は一掃されてしまった。もっともその後
Ｕ・ｓ・スチールのブリキ生産に占める比重は漸減し、
一九一三年には約五○％となったがこれは他の製鋼企業
のブリキ生産への進出によるものである。かくしてアメ
リ
カ
の
ブ
リ
キ
生
産
高
は
、
一
九
一
二
年
に
は
八
七
・
八
万
ト
ン
に
達
し
、
つ
い
に
同
年
の
英
国
の
生
産
高
を
お
い
ぬ
き
、
そ
の
ｗ・Ｅミソチソトソ「英国ブリキ工業」（西村）
た三
０－ 
－ 
三六・七万トンになり、一方ブリキ輸入は一八九一年の
● 
一一一一一・五万トソから、九九年には六・四万トンに激減し
五
このようにアメリカ・プリキエ業は、初発から巨大製
鋼企業の一部門として発展し、そのため中間商業利潤を
排除し、安価な国内産棒鋼を使用し、そのうえ保護関税
と企業数の少ないことを利用して、国内において典型的
な独占の体制をつくりあげたのであった。
と
こ
ろ
が
、
英
国
ブ
リ
キ
工
業
で
は
、
そ
の
歴
史
が
古
い
に
も
拘わらず、企業の集中はすすまず、製鋼業との垂直的結
合
も
す
す
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
綿
業
と
お
な
じ
く
小
企
業
の
支
配
す
る
分
野
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
で
あ
ろうか、その根本の理由は、いうまでもなくブリキの生
産技術そのもののうちによこたわっている。すなわち一
七世紀以来「規模拡大によるなんらかの節約を可能とす
るような性質の技術の根本的変革が存在せず、また標準
化された製品に対する需要がまだ存在していなかったの
で、より大きなエ場をたてても経済的利益は獲得されえ
なかった。」（本醤三五頁）からである。さらにへルマン・
一七七
後、第一次大戦のなかで英国を決定的にひきはなしてし
まった。
レヴィはこの点について次のようにのべている。「（ドイ
ツ
よ
り
ｌ
引
用
者
）
ず
っ
と
大
き
な
英
国
の
生
産
と
対
応
し
て、より多くの数のエ場が存在している。これは、ブリ
キ工業では熟練した労働者の手労働が主な役割を演じ、
揮祇は背後にしりぞき、それゆえひきあう経営規模それ
自身が比較的小さいからそうなのである。」（田目白日日
田９ｑ・旨。ｐ・ロ。］の》尻目厨巨の目□日日の厨》』①喝》ｍ・
惇①函）だが、これだけでは英国プリキエ業で小企業が支配す
ることの全面的な説明にはならないであろう。手労働が
中心であり、般低経営規模が小さいことは、アメリカで
も、ドイツでもおなじであるのに、これら両国では、ブ
リキの巨大企業が生じたからである。そこでレヴィは、
さらに二つの理由をあげている。すなわち、「第二に、
ウニィルズでは棒鉄を購入する純粋プリキエ業も、より
大きな混合企業と同じ立場に立っている。というのは、
関税による〔棒鉄のＩ引用者）価値引上がなく、それ
どころか半製品を投売価格で外国からしばしば購入しう
るからである。」（出日日日日［わ三日・Ｐ四・○・ｍ・邑心）
第三の理由は次のようなことである。一八九七年にア
一七八
メリカでブリキ・トラストが成立したときブリキ生産の
九十％を支配するためにはわずか三八の企業を買収すれ
ばよかった。しかもこの三八企業の多くは、設立された
ばかりで基礎があやふく、中には破産状龍謄あったもの
も
い
く
つ
か
あ
る
。
と
こ
ろ
が
－
こ
れ
に
反
し
て
ウ
ニ
イ
ル
ズ
で
は、相手は収益性の悪い企業ではなく、優秀な労働者層
を
有
し
、
確
定
し
た
伝
統
的
な
製
品
の
は
け
ロ
を
も
つ
企
業
で
あ
る。」窟の日日目Ｒｂ『日喜色・Ｐｐｍ・巳摩）ミンチント
ン自身も、第一次大戦後についてであるか、次のように
いっている。「低コストのエ場は、もっとも近代的な設
備
を
も
つ
も
の
で
あ
る
よ
り
、
資
本
費
の
負
担
の
低
い
も
の
で
あ
りがちであった。」（本番、一四二頁）
第
一
次
大
戦
は
、
お
く
れ
た
英
国
プ
リ
キ
エ
業
に
大
き
な
打
撃
を与えた。英国では軍需産業優先政策のためブリキ生産
は
大
巾
に
減
少
し
た
の
に
、
英
国
か
ら
の
ブ
リ
キ
供
給
を
絶
た
れ
たヨーロッパ諸国では、プリキエ業が大きく発展しはじ
めたからである。そのうえアメリカのブリキ生産は一九
一二年の八七・八万トンから、一九一七年には一四四万
六
トンになった。
世界におけるブリキ生産能力のこの増大は、戦後、深
刻な過剰生産となってあらわれた。本来であれば、不況
の過程のなかで弱体企業が整理され、生産の合理化がす
すむはずである。だが英国では必らずしもそうはならな
か
っ
た
。
も
っ
と
も
近
代
的
な
設
備
を
も
っ
た
企
業
の
方
が
逆
に
破滅することさえあったのである。というのは老朽設備
をかかえた小企業では、設備の償却が完全にすんでお
り、資本費の負担が少ない傾向があったからである。も
ちろんなんらの合理化も生じなかったわけではない。戦
争中膨脹した製鋼企業がブリキ企業を合併して垂直的統
合を行ないはじめたため、一九二九年までにはブリキ・
ミ
ル
の
八
十
ま
で
が
製
鋼
業
と
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
に
もかかわらず英国のブリキ輸出は減少しつづけたのであ
る。以上のような苦境にある英国プリキエ業は、アメリカ
に
お
け
る
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
の
完
成
に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
き
な
打撃をうけた。ブリキ製造技術は、さきにものべたよう
に一七世紀末以来基本的には変化がなかったのである
が
、
一
九
二
○
年
代
に
は
い
っ
て
、
ロ
ー
ラ
ー
の
巨
大
な
圧
力
に
．ｗ・Ｅ・ミンチントン「英国ブリキ工業」（西村）
〆
た
え
う
る
ベ
ア
リ
ン
グ
の
完
成
、
ロ
ー
ラ
ー
駆
動
用
モ
ー
タ
ー
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ジ
ソ
グ
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
式の完成等にともなって連続圧延が可能となったために
一
変
す
る
に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
ミ
ソ
チ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
「
ホ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
と
コ
ー
ル
ド
・
レ
ダ
ク
シ
ョ
ソ
（冷間圧延）の発明は、もっとも重要な事件である。こ
れは、一七世紀終りのローリングの開発以来はじめて生・
じたブリキ製造における大きな変革である。これによっ
てブリキ製造エ程ばかりでなく、ブリキ工業全体が完全
に革命化された。第一に、高炉やコークス炉から、錫メ
ッキまでの全エ程が一つの場所で行なわれれば、節約が
可能であったので、技術的に垂直的な統合のなされた工
場の建設を結果として引きおこすこととなった。第二
に、鋼は一枚のシートとして圧延され、片存に（甘冨‐
烏の）圧延されなくなったので、よりやわらかい鋼鉄を
使えるようになった。第三に、……第四に、ストリップ・
ミルは労働集約的であるより、資本集約的であり、した
がって肉体の強さや器用さよりは、技術的熟練を身につ
けた労働力と、、ハック・ミルよりはずっと大きな資本鱒一
下を必要とした。たとえばスウォンスのエル。ハエ場は、
一七九，
｡ 
二十万ポンドの貸本費で一九二四年に建設され、年産四
万
五
千
ト
ン
で
あ
り
、
一
一
○
○
人
を
雇
傭
し
た
。
一
九
三
八
年
に操業を開始したエプーヴァル（因９コく巳①）のスト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
は
二
○
万
ト
ン
の
ブ
リ
キ
を
一
年
に
生
産
す
る
が、その資本費は一○○○万ポンドである。このエ場は
六
一
○
○
人
を
雇
用
す
る
が
、
う
ち
ブ
リ
キ
部
門
に
い
る
も
の
は
一五二七人である．」（木釘一九一’一一頁）
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
巨
大
な
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
を
そ
な
え
た
近
代
的
エ
場
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
英
国
ブ
リ
キ業界は、あまりにも小企業に分裂していた。とはいえ
こ
の
事
態
は
、
一
九
三
二
年
の
鉄
鋼
保
護
関
税
の
設
定
に
よ
っ
て
改善の第一条件を与えられたのである。この事態を利用
し
て
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
の
建
設
へ
と
す
す
ん
だ
の
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ー
マ
ス
会
社
で
あ
っ
た
。
「
こ
の
工
業
が
、
必
要
な
要
革
を
な
し
と
げ
え
な
か
っ
た
と
き
、
彼
（
同
社
社
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ァ
ー
ス
ー
引
用
者
）
は
、
諸
企
業
の
買
収
に
よ
っ
て
必
要
な
編成替を自分でやってのけた。この措置は、輸入鉄鋼に
対
す
る
関
税
の
作
用
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
これによって独立のブリキ・メーカーから外国棒鋼の供
給がうばわれ、一九二○年代のように合併に抵抗できな
一八○
くされたからである。」（本笹、一九八頁）かくして、リチ
ャード・トーマス会社は一九一一一一一一年から一九三六年まで
の間に六一のブリキ・ミルと一九の薄板ミルとを合併し
たであった。そしてこの合併によって取得した生産割当
（ブリキの生産割当カルテルが当時存在していた）を利
用
し
て
、
カ
ル
テ
ル
を
崩
す
こ
と
な
し
に
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
を
建設しようとしたのであった。「他の者と同じく、彼、
（ウィリァム・ブァースー引用者）も、一九三○年代
の経済的情勢のもとでは、食うか食われるかの競争は自
殺的であると考えた。そのような競争は、技術的にすぐ
れた企業が自己のプランを遂行することを不可能とし、
利益を減少させることによって、当該産業の全企業をよ
わめたからである。それ故彼は、リチャード・トーマス
社によって建設される予定のストリップ・ミルは、プー
ル組織の枠の中で動くべきである、と決めた。しかし、
ブリキ産業は、製品に対する需要をかなり超過した生産
能力をもっている。このプール組織では、生産は、企業
ではなく、エ場に割当てられている。それ故ファース
は、工場を買収することによって、企画されているスト
リップ・ミルをフル操業させうるだけの割当趣を確保し
ようとした。そしてこのストリップ・ミルは年三百万箱
のブリキを生産する予定だったのである。……一九三六
年までにリチャード・トーマス社はこの目的を達成し、
年
八
百
万
箱
の
割
当
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
は
プ
リ
キ
エ
業
全
体
の
協定生産量の約半分である。ついでリチャード・トーマ
ス社は、ストリップ・ミルはフル操業させるが、他の企
業と協力して秩序ある競争を維持するために、同社の旧
式エ場での生産は、プリキエ業の他企業と同じ比率で制
限しよう、と宣言した．」（木凹二○○’二ｏ一画）
こ
の
よ
う
に
し
て
エ
プ
ー
ヴ
ァ
ル
向
ウ
ウ
ョ
ぐ
巳
の
に
お
け
る
英国最初のストリップ・ミルの建設がはじまったのであ
る
が
③
そ
れ
は
一
九
三
七
年
の
不
況
と
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ー
マ
ス社の資金の欠乏のため、すぐ難関に直面した。「あら
し
臓
七
月
（
’
九
三
八
年
の
ｌ
引
用
者
〕
に
爆
発
し
た
．
こ
の
時
同
社
は
、
あ
と
六
○
○
万
ポ
ン
ド
な
い
と
エ
プ
ー
ヴ
ァ
ル
の
工
場を完成しえない、と公表したのである。しかしいくつ
かの理由からして、リチャード・トーマス社は必要な資
本を調達しえなかった。第一に、同社株の大量売りがあ
っ
た
た
め
、
証
券
発
行
に
よ
っ
て
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
一
九
三
八
年
七
月
ま
で
に
は
銀
ｗ・Ｅ・ミソチントソ「英国ブリキ工業」（西村）
行借入は一三○万ポンドに達し←それ以上はふやしえな
か
っ
た
。
銀
行
は
固
定
設
備
に
つ
い
て
貸
付
を
行
な
わ
ず
、
運
転
資金についてだけ貸付を行ったからである。最後に、パ
ン
カ
ー
ズ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
イ
ヴ
ニ
ロ
プ
メ
ン
ト
・
カ
ム．〈ｌｌ－は、カーディフのイースト・ムーアズエ場の近
代化を援助しつつあったので、南ウニイルズにまで投資
を拡張しようとはしなかった】（本轡、二○六’二○七
頁）「そこで、エプーヴァルエ場の建設に必要な賢本は、
優先権付社債の発行によってまかなわれた。諸株式銀行
と
い
く
つ
か
の
銀
行
商
会
（
そ
の
中
に
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
も
入
る）が五○○万ポンドを供給し、イングランド銀行は、
証券管理信託会社の①、同旨Ｃの言四目、の日の目日日閂を
通じて五○万ポンドを出資した。」（本轡、二○七頁）
エ
プ
ー
ヴ
ァ
ル
の
ス
ト
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
波
澗
をおこしながらも、一九三八年九月に操業を始めた。こ
の工場は高炉一一基、七五トン平炉三基、五六インチ、ホ
ット・ストリップ・ミル、冷間圧延ミルをそなえた一貫
生
産
エ
場
で
あ
り
、
そ
の
建
設
費
は
、
一
○
九
八
万
六
千
ポ
ン
ド
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
八
一
第二次大戦中および大戦後の英国プリキエ学の発展に
ついては、ストリップ・ミル建設のようなドラスチック
な事件はない。近代的重エ業としてのプリキエ業の提起
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
原
型
は
、
す
で
に
エ
プ
ー
ヴ
ァ
ル
エ
場
の
完
成
ま
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は、精密礫ともなるであろう若干の事実を並記するだけに
し
よ
う
。
第一に、一九四一年にアメリカ合衆国のブリキ輸出は
つ
い
に
英
国
の
そ
れ
を
上
ま
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
英
国
は
世
界
最
大
の
ブ
リ
キ
輸
出
国
と
い
う
地
位
を
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る。第
二
に
、
第
二
次
大
戦
後
、
ブ
リ
キ
業
界
の
整
理
は
、
戦
前
よ
り
も
さ
ら
に
大
規
模
に
行
な
わ
れ
た
。
戦
争
直
後
の
一
九
四
六
年
に
は
、
政
府
の
後
援
を
え
て
、
｜
種
の
カ
ル
テ
ル
組
織
が
つ
く
ら
れ旧式工場の飛を閉鎖し、閉鎖したエ場の所有者には補
償金が支払われることとなった。
第三に、以上のような旧式エ場の閉鎖の反面や第二の
ストリップ・ミルの建設が計画され、そのためリチャー
七
一八二
ｒ・トーマス社とポールドウィンズ社とが合併して、リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ー
マ
ス
・
ア
ン
下
・
ポ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ズ
社
と
な
った。しかし両社の合併によっても、ストリップ・ミル
建
設
に
充
分
な
資
金
が
調
達
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
ス
テ
ィール・カム・ハニー・オブ・ウニイルズがつくられ、こ
の
会
社
に
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ー
マ
ス
社
は
、
ゲ
ス
ト
・
キ
ー
Ｙ
アンド・ポールドウィンズ、○口８斤【⑦のロ陣因回冨司冒の
ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
ザ
ー
ク
ト
百
日
こ
の
凋
冨
ラ
ネ
リ
ー
・
ア
ソ
シェイテッＦ・ティンプレイト巨色ロの一ヨレの、（回呉日
日目ロ］ｇの○・》の一一一社と並んで出資することとなった。
さ
ら
に
、
そ
れ
で
も
不
足
な
分
を
フ
ィ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ィ
シ
ロ
ン
・
フ
ォ
ア
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
出
資
す
る
こ
と
と
な
っ
た
Ｃ
○
○
○
万
ポ
ン
ド
の
普
通
株
取
得
）
。
こ
う
し
て
マ
ー
ガ
ム皇［日恩日にあらたなストリップ工場がたてられ、
一九五一年には操業を開始した。そしてこのエ場で生産
される薄板は、同じマーガムとヴニリンダーぐ色目日の
（スウオソスの北）トロスター目８の耳の（ラネリーの
西）の三箇所にもうけられる冷間圧延工場に供給される
こととなった。これら三ケ所のエ場も、スティール・カ
ム．ハーーー・オブ・ウェイルズの所有に属しているから、
英国のブリキ生産の大部分は同社とリチャード・トーマ
ス社とでにぎることととなったのである。一九五八年に
ヴヱリンダーエ場が完成する予定であるが、その際は英
国は近代設備によって二五万トンのブリキを製造する
ことができるであろう。そして、その際には、旧式工場
はほとんど存在の余地がくななるであろうとみこまれて
いる。七節および八節の記述から、ただちに明瞭であるよう
に、ストリップ・ミルの導入をきっかけとして、ブリキ
工業は完全に性格をがえた。それ以前は、プリキエ業は
手工的熟練にかなり大きくたよる小企業の多数からなり
たち、これら小企業は、各斉固い基礎をもち、しかも相
互に激しい競争を行っていた。鉄鋼業との垂直的統合は
原則としてみられず、保護関税も設定されていなかっ
た。それは典型的に十九世紀的な軽エ業であったのであ
る。だが、ストリップ・ミル導入後は、それは近代的重
エ業としての技術的条件をそなえ、それとともに近代の
巨大企業の示すあらゆる現象を呈示しはじめた。保護関
ｗ・Ｅ・ミンチントン「英国ブリキ工業」（西村）
九
税、独占、鉄鋼業との垂直的統合Ｐ銀行との固定性資金
前貸と証券発行を通ずる密接な関係等がそれである。こ
うしてイギリスのブリキ工業もアメリカのプリキエ業と
全く同じ構造を有するにいたった。ただ一つの点におい
てのみ、両国のプリキエ業はちがっているようにおもわ
れる。すなわちアメリカでは、二十世紀初頭に、ブリキ
製造で巨大企業を形成するための生産技術上の条件のと
とのわないうちに。いわば早熟的に鉄鋼業の巨大企業
が、棒鋼の保護関税と独占を媒介として、ブリキ製造に
進出したのであるが、イギリスでは、これと反対にまず
プリキエ業の中で徹底的な集中が行なわれたあとで、ブ
リキの巨大企業が鉄鋼業に集出する、という形をとった
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ち
が
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
到
達
さ
れ
た
結
果
はおなじである。そして今や、同じ生産技術上の条件の
上にたった英米両国のプリキエ業の間で、もう一度激し
い競争が行なわれつつある。その結果が英国にとって有
利であるか、不利であるかは、興味深いであろう。なぜ
ならブリキ工業は典型的にイギリス的なエ業であるとい
う点で、そして又綿業のように国際競争力を完全に失っ
てしまわず、近代的重エ業の一分野して再整備されて立
一八一一一
｜ひ
現われた、という点で、イギリスの工業全体の動向の。ハ
イ
ロ
ッ
ト
・
ラ
ム
プ
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
．以上の簡単な要約からもうかがわれるように、Ｗ・Ｅ・
ミンチソトソの気英国ブリキエ業」は、ブリキ工業の歴
史についてのすぐれた研究でであるやその資料は豊富で
あ
り
、
そ
の
結
論
は
き
わ
め
て
地
道
で
あ
る
。
た
だ
、
も
し
欠
陥
があるとするならば、ストリップ・ミル導入後のプリキ
エ業の動向と、鉄鋼業等の関連産業の企業のうごきとの
関連を十分にとりあげていない点であろう。だが、その
ような課題は、本’釆より一般的に英国経済をとりあつか
う著作で解決されるべきであろう。我為は、ブリキ工業
という特殊な産業をとりあげてきて、その中に英国の産
業一般と相通ずる動向をおのずから浮彫りにした著者の
努力に敬意をわ払ざるをえない。
（三河・回・曼厚局岸冒８口》円げの団円薗呂日日己一胃Ｃ目。Ｐ‐
の庁旦ｌ褥曽ｍ８ｑ・邑巴）
一八四
